
≪要　　望　　項　　目≫

重　点　要　望
　１　県からの円滑な事務・権限の移譲等について
　２　県単独補助事業における補助基準の格差是正及び県緊急財政対策に
　　　基づく県単独補助金の見直し等について
　３　川崎市内における県有施設等の活用等について
　４　石油コンビナート地域の防災対策の推進について
　５　京浜臨海部を核としたライフイノベーションの実現及び
　　　臨海部基盤整備の推進について
　６　拠点地区等の整備について
　７　児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援の拡充について

そ　の　他　の　要　望

Ⅰ　県費補助に関する要望
　１　地籍調査事業について
　２　五反田川放水路整備事業について
　３　緑地保全施策の推進に対する支援について
　４　鉄道駅のバリアフリー化整備事業に対する財政措置について
　５　安全・安心に暮らせる住宅・建築物の整備について
　６　消防施設及び消防車両等の整備について

Ⅱ　県の施策に関する要望
　１　創エネ・省エネ・蓄エネ機器の導入促進について
　２　ＰＭ２．５の低減対策及び情報提供の充実について
　３　障害者支援施設の入所定員の拡大について
　４　新たな総合都市交通計画に基づく広域公共交通ネットワークの形成について

 別紙　新型インフルエンザ等対策に係る医療資器材等の整備支援について

　福田川崎市長が黒岩神奈川県知事に面会

し、要望書を手交しました。

　特に市長からは、重点要望項目等について

要望するとともに、「殿町国際戦略拠点にお

けるライフイノベーションセンター(仮称)につ

いて、着実な整備の推進を行っていただきた

い。」、「障害者支援施設の入所定員につい

て、県の第４期障害福祉計画において、入所

定員総数の拡大を行っていただきたい。」と

要望しました。

　黒岩神奈川県知事からは、「要望につい

て、改めて重要な課題と認識した。国際戦略

総合特区については、これから様々な具体策

が出てくるので、調整しながら取組を進めて

いきたい。また、障害福祉計画については、

十分に協議をしながら策定していきたい。」

との話がありました。

平成２５年１２月１７日 市長による要望活動


